
経営比較分析表（令和4年度決算）
兵庫県　伊丹市

業務名 業種名 事業名 管理者の情報 H30 R01 R02 R03 R04

11,909 12,633

資金不足比率（％） 営業路線（km） 年間走行キロ（千km） 在籍車両数（両） 他会計負担額（千円） 227,076 225,136 220,028

法適用 交通事業 自動車運送事業 自治体職員 年間輸送人員（千人） 14,972 15,270 13,289

218,269

職員数（人） 管理の委託割合（％） 民間事業者の有無 地域公共交通計画策定の有無

206 - 有 無

210,074

- 79.2 2,566 94

H30 R01 R02 R03

※民間事業者の有無とは、行政区域内で民間バス事業者が運行しているかどうかを指す。 分析欄

1. 経営の健全性 1. 経営の健全性について

　今年度は、新型コロナウイルス感染症に伴う国等の
行動制限が行われることはなく、移動需要の回復に
伴って利用者数は年度を通して回復傾向で推移するこ
ととなり、乗車料収入は想定を上回る回復となりまし
た。これにより①経常収支比率は4.7ポイント②営業
収支比率は4.3ポイント改善しています。一方で、コ
ロナ禍を契機としたリモートワーク等の新しい生活様
式の定着により、今後の利用者数の推移はコロナ前の
水準には戻らないと想定され、また、他団体との比較
でも低い水準にあることから、令和3年度に導入した
「バス混雑情報提供システム（いたみバスナビ）」か
ら得られる乗降データを分析し、利用実態に応じたダ
イヤによる運行の効率化を図る必要があると考えてい
ます。
　③流動比率は平均値を大きく上回っていますが、今
年度も約2億円の純損失の計上により大きく低下して
います。④累積欠損金比率についても純損失の計上に
より上昇しています。
　⑤利用者1回当たりの他会計負担額は、利用人数が
増加しているものの他会計補助金も増加しているため
前年度と同程度となっています。一方⑥利用者1回当
たりの運行経費は、前年度より経常費用が減少したこ
とから数値は11.5円減少しています。これら利用者1
回当たりの他会計負担額及び運行経費の金額は、他団
体との比較で少ないものとなっており、運行の効率性
は比較的高いと考えています。⑦他会計負担比率は、
前述のとおり他会計補助金が増加し経常費用が減少し
たことにより増加しています。なお、他会計補助金の
増要因は、収支悪化による路線補助の増と、原油価格
高騰に伴う支援金の受入等によるものです。
　⑧企業債残高対料金収入比率は、乗車料収入の増加
により3.5ポイント低下しています。⑨有形固定資産
減価償却率は、脱炭素社会の実現に向けた取り組みと
して、一般会計の支援を受けて電気バスを試験導入し
たことなどから、前年度から僅かに低下しています。

H30 R01 R02 R03 R04

当該値 100.5 100.3 97.2 87.5 92.2 当該値 90.0 89.6

R04 H30 R01 R02 R03R04 H30 R01 R02 R03R04

平均値 102.4 98.5 83.7 89.7 96.8 平均値

440.6 362.772.7 75.8 80.1 当該値 285.3 243.6

93.2 89.9 71.4 76.9 83.4 平均値

27.8 43.9 51.8316.5 当該値 19.4 19.5

34.8 35.1 58.4 66.5 64.7

2. 経営の効率性について

155.3 154.2 126.8 108.4 107.1 平均値

R02 R03 R04R04 H30 R01R02 R03R02 R03 R04 H30 R01H30

72.267.2 71.6

■当該値⑥ 153.7 151.1 173.4 190.5

19.8 48.2 52.3 49.6 46.1 当該値9.9 9.8 9.5 9.3 9.7 当該値

56.9179.0 平均値 8.0

■当該値⑤ 84.6

■平均値⑥ 182.9 190.5 244.7 231.7 214.7

73.515.2 14.7 16.6 17.6 17.3 当該値

76.0

■平均値⑤ 14.7 14.2 23.4 23.9 20.6

54.6 平均値 77.4 74.9 74.5 75.49.6 平均値 23.3 29.5 53.27.5 9.6 10.3

2. 経営の効率性

全体総括

　伊丹市交通事業経営戦略の後期行動計画である「第
4次アクションプラン」の初年度となる今年度は、収
入の根幹である乗車料収入は計画を上回る回復となり
ました。一方、直近の利用状況から今後の回復は相当
鈍化していくとみています。
　また、バスの燃料である軽油価格は想定外に高騰
し、その他の物件費も上昇してきています。今年度
は、職員数の減少に伴う人件費の減少により支出全体
では前年度を下回りましたが、今後、支出面で計画を
上回ることが想定されます。
　これらに対応するためには、利用実態に応じた業務
量の削減や乗合車両の減車など経費削減を行うととも
に、抜本的な収支構造の改善を図るための運賃改定な
ど、アクションプランを確実に実施していくことが必
要であると考えています。

H30 R01 R02 R03 R04

　本市が運行している路線の特徴として、バス停間隔
が短いことと狭隘路線が多いことが挙げられます。こ
れらの特徴により、低速でのストップ＆ゴーが多くな
ることで、走行キロ当たりの数値は高くなる傾向にあ
ります。
　①走行キロ当たりの収入は、乗車料収入の回復に伴
い前年度から増加しています。②走行キロ当たりの運
行経費は、経常経費が減少したことに伴い前年度より
減少しています。③走行キロ当たりの人件費は、職員
数の減少に伴い前年度より減少しています。④乗車効
率は、利用者数の増加に伴い向上しています。
　なお、コロナ禍での利用者数の減少に伴う一部減便
ダイヤは今年度も継続しています。

R01 R02 R03 R04 H30 R01

当該値 730.21 724.89 658.27 679.44

H30 R02 R03 R04R04

21.4670.31 当該値 21.3 19.4 22.2 20.0

平均値 549.91 559.71

807.26 802.92 891.74 887.36

H30 R01

883.24 当該値 638.24 636.18 693.79 698.47

R01 R02 R03H30 R01 R02 R03 R04

718.08 当該値

14.2 15.4 16.8

※民間事業者平均値は当該団体が所属する標準原価ブロックの民間平均値

341.69 332.35 335.10 平均値 18.3 18.1559.68 560.93 564.96 平均値 292.81 315.87平均値 575.61 570.35 454.43 502.36 551.25
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